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キンドリルと推進する
製造実務のイノベーション
現場での AI 活用から部門・企業を超えて拡がる
製造業の高度化アプローチ



キンドリルは、世界のリーダー企業のために、

競争優位性を生み出すミッションクリティカルな

テクノロジーシステムを運用し、再創造しています。

社会成長の生命線である私たちは、

確かな専門知識とAIを駆使したインサイトによって、

スマートな意思決定、迅速なイノベーション、

永続的な競争優位性をもたらします。 

キンドリルについて
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製造業の転換点：  
求められる製造実務のイノベーション
製造業はいま、大きな転換点を迎えています。人手不足や熟練者の高齢化、技能継承の難
しさ、多品種少量化への対応、設備の老朽化、需要の変動、原材料価格の高騰、調達リ
スクに加え、サイバー攻撃やシステム障害による操業停止リスクへの備えも重要な経営課
題となっています。品質、納期、コスト、安全を維持しながら競争力を高めることは、これ
まで以上に難しくなっています。

こうした課題の解決策としてAIへの期待が高まる一方で、PoCに留まる、必要なデータが
整備されていない、部門をまたいだ活用が進まないなど、十分な成果につながっていないケー
スも少なくありません。AI導入そのものが目的となり、本来解決すべき現場の課題とのつ
ながりを失ってしまうこともあります。

重要なのは、現場で起きている変化をいち早く捉え、正確かつ柔軟に対応することです。し
かし、多くの現場では依然として経験や勘に頼る判断が多く、対応が属人的になりがちです。
また、工場には設備データ、品質データ、作業記録、保全履歴など膨大な情報が存在す
るにもかかわらず、それらが部門やシステムごとに分断され、状況を全体最適の視点から
捉えることが容易ではありません。

目指すべきは、AIツールの導入や個別工程の最適化ではなく、現場の知見とデータを活か
して継続的な改善を実現できる仕組みです。その積み重ねが、工場内の個別最適を超え、
企業全体の競争力向上につながる「製造実務のイノベーション」を実現します。
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現場の知見とデータをつなぎ、  
変化に強いものづくりへ

現場の課題を起点に変革を

イノベーションの出発点は、技術ではなく現場の課
題です。不良の発生を早く捉えたい。設備の停止を
未然に防ぎたい。熟練者の判断を次世代へ継承し
たい。生産計画や在庫、調達、原価をより現実に
即した形へ見直したい。こうした課題に対応するた
めには、品質、設備、人、材料、計画、コストに
関わるデータをつなぎ、日々の判断と改善を支える
仕組みが求められます。

また、工場の変革では、IT/OTを安全につなぎ、
セキュリティと安定稼働を両立しながら、止められ
ない現場を守ることも欠かせません。

設備や制御システムなどのOT、基幹システムやク
ラウドなどの IT、そして現場に蓄積された知見や業
務プロセス。これらをつなぐことで、現場の変化を
より早く捉え、品質、生産、保全、在庫、調達といっ
た業務を横断した改善が可能になります。

キンドリルのアプローチ

キンドリルは、製造業における変革を現場の製造実
務と企業全体のIT基盤の両面から捉えます。現場、
IT部門、経営層とともに課題を整理し、優先度の
高いユースケースから小さく検証しながら段階的に
展開します。

また、予知保全や異常検知、現場支援AI、計画の
最適化といった取り組みを個別のPoCで終わらせ
るのではなく、実運用を見据えた設計・構築・運
用まで支援します。

目指すのは、AIを一部の工程に閉じ込めることで
はありません。現場で起きている変化を捉え、人と
AIが協働しながら継続的な改善を実現することで
す。その循環を工場単位から拠点横断、企業全体、
さらにはバリューネットワーク全体へ広げることで、
現場の改善を工場全体へ、工場の最適化を企業全
体へと発展させていきます。

現場の課題から業務変革へと繋げる  
AI 活用力01

05  ベンダーニュートラルな
オープンエコシステム

04 工場を守る、レジリエンスと
セキュリティの知見

03  PoC から、設計・構築・運用までを
支える実装力と実行力

02  IT/OT、基幹システム、
クラウドを繋げる統合力

キンドリルの強み
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エージェンティックAI：  
人が判断し、  
AIが実行を支える
AI活用は、一部の業務での試行やPoCから始まり、部門内
での正式採用、部門横断での活用へと段階的に広がってい
きます。その先にあるのは、AIが個別業務を支援するだけ
でなく、人と協働しながら業務を進める「AIネイティブな工場」
です。

例えば、不良の予兆検知や予知保全、技能継承、安全管理
の高度化、生産計画の最適化など、製造の現場には多くの
活用領域があります。AIは単なる検索や分析のツールでは
なく、部門横断で状況に応じて行動し、業務を前に進める実
務パートナーへと進化しています。

こうした新しい業務のあり方を支えるのが、エージェンティッ
クAIです。品質データ、設備データ、検査画像、作業記録、
保全履歴などを横断的に活用し、異常の兆候や原因を捉え、
対応案を提示します。さらに、報告書や記録の作成、関係
者への通知まで支援することで、実務の一部を担いながら人
の判断を支えます。

キンドリルは、その本質を「人が判断し、AIが実行を支える」
仕組みにあると考えています。現場の知見とデータをつなぎ、
企業ごとの成熟度に応じてAI活用を段階的に進化させ、よ
り強靭で生産性の高いものづくりにつなげます。

工場におけるAI活用段階

第一段階 第二段階 第三段階 第四段階

部門内トライアル 部門内における正式採用 部門を横断した活用 AIネイティブな工場

第四段階で目指す人とAIが協業する運用モデル

原材料調達の支援

安全管理・労災防止・
教育訓練・勤怠管理を支援

生産ラインでの
組立・加工・検査を支援

故障対応・予防保全・
定期点検・部品交換を管理

在庫管理、出荷管理の
最適化

設備条件調整・工程改善・
自動化・品質向上を推進

品質基準の策定・不良分析・
監査対応を支援

需要予測・生産スケジュール作成・
部材手配を最適化

生産・品質・コスト・
納期・安全を統合管理

工場管理

出荷

製造

生産技術

設備保全

品質管理

安全衛生

生産計画 調達
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エージェンティックAIの活用例

製造物の不良検知 製造設備の予知保全 作業者の安全性担保 暗黙知のデジタル化 帳票・文書の自動生成 設備トラブルの
対処アシスト

スケジュール遅延の
早期検知

製造パラメータの最適化 構内配置の最適化
（部材・人員）

デジタルツイン
（製造ライン）

概要

検査画像や工程データをAIが
分析し、不良や品質異常を早期
に検知します。不良箇所や原因
候補を提示し、流出防止と品質
改善を支援します。

振動、温度、電流、保全履歴
などをAIが分析し、設備の劣化
の兆候や故障リスクを可視化し
ます。点検内容や保全タイミン
グの提示により、計画保全の判
断を支援します。

AIがカメラや設備データから
危険兆候をリアルタイムに検知
し、現場へ警告や設備制御を
実施。人はルール設定や改善
活動を担い、安全性向上を支援
します。

作業動画、手順書、トラブル
記録などから熟練者の知識を
ナレッジへ変換します。対話型
AIによる検索・活用を可能に
し、技能の継承と教育の効率
化を支援します。

MES、QMS、ERPなどのデー
タを活用し、製造日報や検査
成績書、監査対応資料を自動
生成します。担当者は内容確認
と承認に集中でき、間接業務の
効率化を実現します。

アラームや設備データをAIが分析
し、トラブルの原因候補や対処手
順を提示します。迅速な初動対応
と設備復旧を支援します。

生産計画や工程進捗を分析し、
納期遅延の兆候やボトルネックを
早期に検知します。代替生産や
人員再配置などの対策立案を支援
します。

製造条件や品質実績をAIが分析
し、品質・歩留まり向上につなが
る最適な製造条件を提示します。

部材配置や人・AGVの動線を分析
し、滞留や非効率な搬送を可視化
します。レイアウトや搬送ルートの
改善を支援します。

設備、人、材料、物流の状態を
仮想空間上に再現します。計画変
更や設備停止などの影響を事前に
検証し、最適な意思決定を支援し
ます。

期待される
 成果

・ 流出不良、手直し、スクラップ
の削減

・ 検査品質のばらつき抑制と検
査工数の削減

・ 品質トレーサビリティの向上と
歩留まり改善

・ 突発停止とライン停止損失の
削減

・ 設備稼働率の向上と保全計画
の高度化

・ 保全費用と予備品在庫の適正化

・ 労働災害と操業停止リスクの
低減

・ ヒヤリハットの可視化と予防
的な是正の促進

・ 安全監査・教育の高度化と
安全文化の定着

・ 技能継承の促進と新人立ち
上げ期間の短縮

・ 作業品質のばらつきと手戻り
の削減

・ 熟練者への問い合わせ負荷
の軽減と多拠点展開

・ 帳票作成をはじめとする間接
業務の削減

・ 転記ミス、記載漏れ、様式差
の抑制

・ 監査対応の迅速化とトレーサ
ビリティの強化

・ 初動時間と設備復旧時間の短縮

・ ライン停止損失とトラブル再発の
削減

・ シフト・拠点を越えた対処ノウ
ハウの標準化

・ 納期遵守率の向上と顧客信頼の
維持

・ 仕掛在庫、残業、特急輸送費の
削減

・ 再計画と部門間調整に要する
時間の短縮

・ 歩留まりと工程能力の向上

・ 材料・エネルギー使用量と試作
回数の削減

・ 量産立ち上げの短縮と熟練者
依存の低減

・ 搬送、歩行、ピッキング待ち時間
の削減

・  作業負荷の平準化と構内物流の
生産性向上

・ スペース利用効率と構内安全性
の向上

・ 設備投資や工程変更前の事前
検証と手戻り削減

・ ライン立ち上げの短縮とボトル
ネックの早期発見

・ OEE、品質、スループット、エネ
ルギーの全体最適化

KPI／指標

流出不良率（ppm）／見逃し
率／過検知率／自動判定率／
検査サイクルタイム／手直し・
スクラップ費

突発停止時間／設備総合効
率（OEE）／ 平 均 故 障 間 隔
（MTBF）／予兆検知リードタ
イム／保全計画遵守率／設備1
台当たり保全費

総災害度数率・休業災害度数率
（TRIR・LTIFR）／ 保 護 具 着
用率／危険接近検知件数／是
正完了率／誤警報率／警告・
停止応答時間

新人立ち上げ期間／標準作業
遵守率／手戻り件数／FAQ自
己解決率／ナレッジ利用率／
熟練者レビュー工数

帳票作成時間／自動生成率／
差戻し率／入力・転記ミス件数
／承認リードタイム／監査指摘
件数

平均修復時間（MTTR）／初回
復旧率／エスカレーション率／トラ
ブル再発率／ナレッジ検索時間／
夜間・休日の設備停止時間

納期遵守率（OTD）／納期遅延
件数／遅延予測リードタイム／遅
延予測精度／仕掛在庫（WIP）
／残業・特急輸送費

良品率・歩留まり／工程能力指数
（Cpk・Ppk）／サイクルタイム
／エネルギー原単位／試作回数・
条件出しリードタイム／制約逸脱
件数

搬送距離・搬送回数／ピッキング
時間／作業者の歩行距離／AGV
待ち時間／置場・スペース利用率
／交差・ニアミス件数

シミュレーション精度／モデル同
期遅延／what-if検証時間／ラ
イン立ち上げ期間／設備総合効率
（OEE）／エネルギー原単位
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ビジネスのエンドツーエンド（E2E） 連携： 

現場の変化を、  
意思決定へつなぐ
現場で生まれるデータや知見を活用し、AIによる品質改善
や設備保全、技能継承を実現しても、それだけでは変革は
完結しません。現場の変化は、需要、調達、生産、在庫、
原価、さらには顧客やサプライヤーまで、企業活動全体に影
響を及ぼしています。

しかし多くの企業では、工場内の設備データや品質情報と、
生産計画、購買、在庫、原価といった業務データが分断さ
れています。その結果、異常や変化を検知できても、影響範
囲の把握や意思決定に時間を要し、全体最適につながらな
いケースが少なくありません。

求められるのは、現場で起きている事実を起点に、需要から
調達、生産、在庫、原価までを一気通貫でつなぐことです。
AIによる分析や予測も、データと業務プロセスが連携して初
めて価値を発揮します。

キンドリルは、AI活用の価値を最大化するためには、現場
の改善と経営の意思決定を結ぶビジネスのエンドツーエンド
（E2E）連携が不可欠だと考えています。現場の変化を企
業全体で共有し、より速く正確な判断につなげることで、変
化に強いものづくりを実現します。

グローバル製造業：
情報流バリューネットワーク

需要予測 ： 

製造スケジューリング ： 

原価管理 ： 

在庫最適化 ： 

調達リスク管理 ： 

需要予測 ： 実需・受注・販促・販売計画・フォーキャスト

製造スケジューリング ： MPS・能力・材料制約・納期回答

原価管理 ： 材料単価・工数/歩留・物流費・粗利/移転価格

在庫最適化 ： 拠点在庫・輸送中・補充・安全在庫・ATP

調達リスク管理 ： Tier1/Tier2供給制約・規制/地政学・代替調達

テーマ別の
情報流

●  材料相場
●  為替
●  規制
●  地政学
●  災害/港湾

●  見積/契約
●  生産能力
●  品質/検査
●  納期回答
●  供給リスク

●  原材料
●  素材/加工
●  能力/負荷
●  相場
●  供給制約

●  工程計画
●  詳細工程
●  資材所要
●  生産/WIP
●  品質/歩留
●  原価実績

●  拠点在庫
●  補充計画
●  倉庫/DC
●  出荷指示
●  ATP/納期

●  輸送計画
●  国内配送
●  国際輸送
●  倉庫/DC
●  配送実績
●  費用/制約

●  事業計画
●  需要統合
●  S&OP/IBP
●  供給配賦
●  グローバル調達
●  原価/収益
●  リスク管理

●  需要計画
●  発注
●  使用/消費
●  販売実績
●  品質要求

●  市場情報
●  受注/販促
●  販売計画

●  拠点在庫
●  価格/粗利

●  商品/事業計画
●  需要統合
●  S&OP/IBP

●  調達/供給
●  販売/収益

外部リスク予兆：
規制・地政学・為替

災害/港湾/規制：
Tier1/Tier2へ波及

Tier2能力・
素材相場
供給制約

確定発注・
納入計画
納期回答・
材料制約

出荷指示・補充計画・
引当/配送依頼

物流費・保管料・配送実績

輸送中/倉庫/DC 在庫・
配送状況・返品実績

物流障害・港湾/
規制・配送制約

実需・発注・
販売実績・
需要計画/

内示

販売計画・フォーキャスト
販促/市場情報

物流事業者
↕
顧客/OEM/代理店：
納入・受領・返品・
納期変更を直接連携

受領実績・
POD・返品・
納期変更/
配送制約

在庫・ATP・
納期回答

中長期内示・
部材所要見通し

材料単価・契約条件

統合需要計画
→MPS前提

グローバル本社/
自社グループ

販社/販売拠点・
自社工場・物流/
在庫管理を内包

自社グループ内の連携・
本社・販社/

販売拠点・工場・物流/
在庫管理

原価実績・差異

供給制約を
生産順序へ反映

完成品出荷・
拠点在庫

供給リスク
代替調達・BCP

工場別
MPS

能力枠・
優先順位

Tier 1
サプライヤー群
部品・モジュール・

加工

顧客・
OEM・代理店
各地域の需要起点

販社/
販売拠点
国内・海外・
地域販社

本社機能
グローバル統括

需要・供給・原価・
在庫・リスクを同期

Control Tower

物流/
在庫管理
国内外DC・
工場倉庫

物流事業者・
倉庫/DC
国内配送・

国際輸送・3PL

自社工場群

国内・海外の
生産拠点

外部リスク情報
相場・規制・地政学

Tier 2
サプライヤー群

素材・原材料・
二次加工

納品・配送予定・ETA：
OEM/代理店への

直送/納入
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エンドツーエンド(E2E)連携で実現するデータ活用例

需要予測 製造スケジューリング 原価管理 在庫最適化 調達リスク管理

 営業・生産・在庫・調達
の共通前提をつくる

現場制約を踏まえ、変化に
強い計画へ組み替える

現場実績を、利益改善の
判断につなげる

欠品を防ぎながら、
持ちすぎを減らす

サプライヤーリスクを、
ライン停止の前に捉える

概要

受注、出荷、販売見込み、市場
動向をAIが分析し、需要変動
を可視化。営業・生産・在庫・
調達の共通認識をつくり、欠品
や過剰在庫を抑えます。

設備能力、人員、材料、保全
予定などを踏まえ、AIが実行
可能な生産計画を作成。計画
変更時も影響を比較し、最適
な打ち手を支援します。

材料費や労務費、設備稼働、
品質実績などをもとに原価差異
を可視化。利益を圧迫する要因
を特定し、改善施策につなげ
ます。

需要予測、生産計画、発注残、
入荷予定を連携し適正在庫を
判断。欠品防止と在庫削減の
両立を支援します。

サプライヤー情報や品質実績、
生産計画を連携し、部材不足
や納期遅延の影響を可視化。
代替調達などの早期対応を支援
します。

つながる
情報

 販売見込み、受注、出荷、 
在庫、販促、顧客情報、 
外部市場データ

製造指図、工程、設備、 
作業者、材料、仕掛、 
品質、保全、外注先情報

 標準原価、実際原価、
BOM、工程、購買価格、 
労務、設備、品質、物流費

在庫残高、入出庫、需要予測、
受注残、生産計画、発注残、
リードタイム、納入実績

サプライヤー情報、発注・ 
納入実績、品質実績、
BOM、生産計画、在庫、 
外部リスク情報

実現する
価値

欠品・過剰在庫の削減、 
販売機会損失の抑制、 
計画精度の向上

納期遵守率向上、 
段取り・待ち時間削減、 
計画変更時の調整工数削減

粗利率改善、見積精度向上、
原価差異の早期把握、 
改善テーマの明確化

在庫日数削減、 
保管コスト削減、欠品防止、
緊急発注・特急輸送の削減

供給途絶リスクの低減、 
BCP 強化、 
代替調達の迅速化、 
ライン停止損失の抑制
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   理解する力
30年以上のミッションクリティカルな
　運用現場で培 った経験と知見

見立てる力
Kyndryl Consult

製造業× テクノロジー
双方の知見

事業とシステムを
横断して把握

作り上げる力
6つの技術領域

 クラウド ・メインフレーム ・アプリケーション、
   データ&AI・セキュリティ・

  ネットワーク&エッジ・ デジタルワークプレース

束ねる力
知見をAIに昇華し、

継続的に活用
運用知見とAIを
組み合わせる

共創・実践の場の提供

   製造実務の
イノベーション

キンドリルの掲げる４つのポイント | データをつなぎ、現場を守り、AI を統制し、業務を動かす

製造実務のイノベーションを実現するには、AIを導入するだけでは十分ではありません。現場の設備やシステムからデータを活用できる基盤、ITとOTを横断して現場を守るセキュリティ、AIを安心して活用するためのガバ ナンス、そして人と協働しながら業務を前に進めるエージェンティックAI。  
これらを一体として整備することで、AIは実証段階のツールから、現場で継続的に価値を生み出す力へと進化します。製造実務のイノベーションを支える基盤として、キンドリルは4つの要素を中心に、変化に強いものづくりの実現を支援します。

製造実務のイノベーションを実現するために

AI・データ基盤

AIガバナンス

IT/OT
セキュリティ

キンドリル
エージェンティックAI

フレームワーク

つながる工場を、止めずに復旧できる  
“強靭な基盤” へ
工場全体をひとつの運用基盤として捉え、IT資産・OT資産・通信経路・外部
接続を可視化し、監視、保護、復旧までを含めたセキュリティ強化を支援します。

設備を止められない、古い制御機器が残る、ベンダー保守が必要といった工
場特有の制約を踏まえながら、生産影響を抑えた現実的な対策を実装し、「止
めない・守る・戻せる」基盤を実現します。

02
現場データを、AIが使える “業務資産” へ
設備やOTデータ、基幹システム、クラウド、現場文書、保全・品質データを
統合し、予知保全、異常検知、品質改善、作業支援、計画最適化などのユー
スケースにつながるデータ基盤を整備します。

さらに、エッジ、オンプレミス、クラウドを組み合わせたアーキテクチャーを設
計し、AIモデル、生成AI、RAG、分析ダッシュボード、運用監視までを一貫
して構築。PoCで終わらない継続的なAI活用を支援します。

01

安心して使える AI を、  
現場と経営の “共通ルール” へ
AIガバナンスを、安心してAI活用を広げるための設計図として位置づけ、適用
範囲・承認プロセス・利用データ・人による確認ポイントなどを整理します。

これにより、現場はAIを安心して活用でき、IT部門は運用と監視を担保し、経
営層はリスクを把握しながらAI投資を拡大できます。

03
AIを、業務を理解し行動する  
“現場の協働者” へ
品質、保全、生産計画、ナレッジ活用などの領域で、複数のAIエージェント
が連携しながら人の判断を支える仕組みを構築します。

データ基盤、IT/OTセキュリティ、AIガバナンス、既存システム連携までを含
めて構築することで、安全性と透明性を確保しながら、人とAIが協働する業
務変革を支援します。

04
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